
奈
良
。藤
原
京

跡

１
　
所
在
地
　
　
　
奈
良
県
橿
原
市
高
殿
町

２
　
調
査
期
間
　
　
第
六
三
十

一
二
次
調
査
　
一
九
九
〇
年

（平
２
）

一
二
月

～

一
九
九

一
年
二
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
飛
鳥
藤
原
宮
跡
発
掘
調
査
部

４
　
調
査
担
当
者
　
代
表
　
牛
川
喜
幸

５
　
遺
跡
の
種
類
　
都
城
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
七
世
紀
末
～
人
世
紀
初
頭

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

こ
の
調
査
は
橿
原
市
の
分
譲
宅
地
造
成
に
伴
う
も
の
で
、
調
査
地
は
右
京
七

条

一
坊
西
北
坪
に
あ
た
る
。
発

掘
面
積
は
五
人
○
ポ
。
藤
原
宮

期
の
整
地
上
の
上
面
に
お
い
て
、

掘
立
柱
建
物
三
棟
、
素
掘
り
南

北
溝
三
条
、
土
坑

一
一
基
を
検

勁
出
し
た
。

士
口
　

Ｓ
Ｂ
七
〇
五
〇

・
七
〇
六
〇

榊

は
調
査
区
に
お
け
る
主
要
建
物

で
、
と
も
に
南
北
四
間
、
東
西

二
間
。
Ｓ
Ｂ
七
〇
六
〇
の
西
隣
に
は
三
条
の
南
北
溝
が
あ
り
、
う
ち
二
条
は
北

の
第
六
六
十

三

一次

・
六
二
次
調
査
区
へ
と
続
く
。
こ
れ
ら
の
溝
は
西
北
坪
内

を
区
分
す
る
溝
の
可
能
性
が
あ
る
。

木
簡
は
、
主
と
し
て
、
Ｓ
Ｂ
七
〇
六
〇
の
北
側
に
東
西
に
並
ぶ
三
基
の
土
坑

か
ら
出
土
し
た
。
こ
れ
ら
の
上
坑
の
埋
土
は
上
層
と
下
層
に
分
か
れ
、
上
層
は

木
質
層
を
間
層
と
し
て
青
仄
色
粘
土
と
砂
の
互
層
が
レ
ン
ズ
状
に
堆
積
し
、
下

層
は
暗
灰
色
粘
土
と
粗
砂
の
互
層
が
水
平
堆
積
し
て
い
る
。
上
層
の
木
質
層
か

ら
木
簡
七
二
六
点

０
つ
ち
削
嬌
七
〇
七
点
）
が
出
土
し
た
。
そ
の
内
訳
は
、
Ｓ
Ｋ

七
〇
七

一
が
四

一
四
点

で
つ
ち
削
婿
四
〇
三
点
）、
Ｓ
Ｋ
七
〇
七
二
が
四
〇
点

（う
ち
削
婿
三
六
点
）、
Ｓ
Ｋ
七
〇
七
三
が
二
七
二
点

ぐ
つ
ち
削
暦
二
六
人
点
）
で

あ
る
。
他
に
建
物
Ｓ
Ｂ
七
〇
六
〇
の
東
に
位
置
す
る
小
土
坑
か
ら
も
木
簡

一
点

が
出
土
し
て
い
る
。
今
回
は
代
表
的
な
も
の
三
〇
点
を
紹
介
す
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

。
内
容

一　

第
六
三
十

一
二
次
調
査

上
坑
Ｓ
Ｋ
七
〇
七
一〔持
力
〕

⑪
　
。
「符
零
物
□
□

Ｌ
今
汁
人
阿
布
□
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（こ
と
反
∞
常
ｏ

【右
京
職
解
力
〕

②

　

□
□
□
□
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（じ

Ｘ
『Ｘ
卜
寓
Ｐ
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名
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□
□【欧
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Ｍ
ぼ
殿
□
□
〔
司
力
由

二
□
□
□
日
川
回
　
　
口

。
□
□
奉
出
」

・
　

□
□
」

一四
坊
刀
祢
□

□
地
損
破
板
屋

一
間

〔鳥
ォ
〕

家
地
□

正
八
位
上
羽
咋
□

進
正
七
吾
議
吼

目
詭
，〕

□
　
金
万
呂
一

□□
子
首
回
□

□
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０
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Ｘ
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土
坑
Ｓ
Ｋ
七
０
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三

働

　

「伴
．マ
」

①
　

連
族
回
□

⑩
一　

赤
末
呂

土
坑
Ｓ
Ｋ
七
〇
七
三

め

　

「高
向
□

⑭

　

汁
八
」

②

　

□
□
長
十
五
回

の

　

大
初
位〔山
力
〕

〔
上

方
〕

”

　

一戸
主
□
回
日
日

会
議
し
Ｘ
（
囀
ｏ
）
Ｘ
ф

〈
ｒ
ｅ
ｘ
屋
ｘ
ヽ

「戸
主
□
□
□
□
□

カ

Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ｘ
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ド
×
コ
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Ｐ
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Φ
ド
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５
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Ｐ
　
　

３
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∞

　

□
戸
十
四

側

　

□
五
十
三

硼

　

少
女
□

〔脱
力
〕

⑬

　

□
□
□

〔者
力
〕

①

　

自
□
百
力

一
口

紀
年
銘
木
簡
は
な
い
が
、
③
①
④
か
ら
人
世
紀
初
頭
の
木
簡
群
と
み
ら
れ
、

内
容
は
出
土
地
点
で
も
あ
る
右
京
に
関
わ
る
も
の
や
、
籍
帳
類
な
ど
官
行
で
使

用
さ
れ
る
用
語
が
目
立
ち
、
右
京
職
関
係
の
木
簡
の
可
能
性
が
あ
る
。

い
の
表
面
は

「符
す
。
零
の
物
持
つ
…
」
と
読
み
下
せ
る
。
七
世
紀
末
か
ら

人
世
紀
初
頭
に
か
け
て
の
正
史
に
は
、
ほ
ぼ
毎
年
雨
乞
い
の
記
事
が
み
ら
れ
、

そ
の
い
ず
れ
か
の
行
事
に
関
連
し
よ
う
。
裏
面
の

「汁
人
」
は
、
雨
乞
い
の
儀

式
に
要
す
る
物
を
逗
ぶ
た
め
の
人
数
を
記
し
た
も
の
か
。
②
は
右
京
職
の
上
申

木
簡
。
二
文
字
目
の
字
体
は

「京
」
。
③
④
は
直
接
接
続
し
な
い
が
、
同

一
簡

の
可
能
性
が
あ
る
。
上
部
官
司
へ
物
品
を
搬
出
す
る
際
の
記
録
で
あ
ろ
う
。

藤
原
京
の
坊
名
は
、
こ
れ
ま
で

「林
坊
」
「軽
坊
」
「小
治
町
」
な
ど
の
固
有

名
で
知
ら
れ
て
い
た
が
、
０
は
坊
を
数
詞
で
表
す
貴
重
な
事
例
で
あ
る
。
他
に

「坊
」
と
書
か
れ
た
削
婿
二
点
も
出
上
し
て
い
る
。
ま
た
藤
原
京
に

「刀
祢
」

が
存
在
し
て
い
た
こ
と
を
示
す
点
で
も
重
要
。
五
文
字
目
は

「
五
」
の
可
能
性

が
あ
り
、
「刀
祢
」
が
坊
の
中
に
複
数
い
た
可
能
性
も
あ
る
。

③
Ｏ
の
は
家
屋
な
ど
に
関
係
し
、
他
に

「長
」
「高
」
な
ど
、
大
き
さ
を
記

し
た
と
み
ら
れ
る
削
婿
も
あ
る
。
０
は
破
損
し
た
家
屋
を
書
き
上
げ
た
も
の
か
。

大
倭
国
で
は
、
慶
雲
二
年

（七
〇
五
）
に
大
風
で
麿
舎
が
損
壊
し
た
と
い
う
記

事
が
あ
る

（『続
日
本
紀
』
同
年
七
月
丙
午
条
）。
①
の
七
文
字
目
は
縦
画
の
み
し

か
み
え
ず
、
「臣
」
に
は
な
ら
な
い
。
⑪
は
正
七
位
と
み
ら
れ
、
お
そ
ら
く

「進
」
は

「少
進
」
の

「進
」
で
あ
り
、
②
と
関
連
さ
せ
れ
ば
京
職
の
四
等
官

と
考
え
て
差
し
支
え
な
い
。

⑩
～
⑬
⑬
⑬
は
人
名
を
記
し
た
も
の
。
こ
の
う
ち
⑩
は
、
大
化
五
年

盆
ハ
四

九
）
三
月
に
蘇
我
倉
山
田
石
川
麻
呂
の
頭
を
斬

っ
た
物
部
二
田
造
塩
と
同
名
か
。

時
期
は
や
や
離
れ
て
い
る
が
、
同

一
人
物
の
可
能
性
も
あ
る
。
的
は
比
較
的
大

き
な
字
体
で
文
頭
か
ら
書
き
始
め
て
い
る
の
で
、
高
向
某

へ
の
上
申
文
書
か
も

し
れ
な
い
。
上
半
部
の
み
残
る
三
文
字
目
は
、
「中
」
な
ど
の
字
。
⑭
の

「畝

火
」
は
、
右
京
に
位
置
す
る
畝
傍
山
の
畝
傍
、
あ
る
い
は
人
名
な
ら
、
天
平
勝

宝
七
歳

（七
五
五
）
に
右
京
班
田
司
の
算
師
畝
火
豊
足

（
『大
日
本
古
文
圭
屋

編
年

文
書
四
、
人
一
頁
）
な
ど
が
い
る
。

⑮
は
横
材
木
簡
。
横
材
の
出
土
は
計
六
七
点
に
も
及
び
、
「衛
」
「宮
」
「
田
」

「人
」
な
ど
の
文
字
が
認
め
ら
れ
る
。
⑮
⑭
例
～
い
は
戸
籍
な
ど
に
関
係
し
、

働
の
働
は
年
齢
を
記
載
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

ま
た
本
調
査
区
周
辺
の
同
坪
内
か
ら
も
、
「年
六
十
三
」
「下
戸
」
「雑
戸
」

「百
済
手
人
」
な
ど
の
戸
籍
関
係
や
、
官
人
な
ど
を
召
喚
す
る
召
文
木
簡
が
出

〇
〇
牌

Ｏ
Ｏ
岸

Ｏ
Φ
Ｐ

Ｏ
Ｏ
Ｐ

Ｏ
Φ
滓
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土
し
て
お
り

（本
誌
第

一
二
。
一
四
号
）、
当
地
に
右
京
職
関
係
の
官
衛
が
置
か

れ
て
い
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。

９
　
関
係
文
献

奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所

『飛
鳥

・
藤
原
宮
発
掘
調
査
概
報
』
二
二

（
一
九

九
二
年
）

奈
良
文
化
財
研
究
所

『飛
鳥

。
藤
原
宮
発
掘
調
査
出
土
木
簡
概
報
』
二

一

（二
〇
〇
七
年
）

（竹
本
　
晃
）

(20)

(15) (24)

(26)

木
　
簡
　
研
　
究
　
第
二
七
号

巻
頭
言
―
書
く
こ
と
と
削
る
こ
と
―
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
概
山
　
明

脚
・遺帥遺脚之翻新剛畑跡　陀脚勧鋤副跡　粒脚構醐町離廊遺跡本孵臓

嫡躙
（襲
腱醐跡　訓作阿副朧跡松鎌酢願遺帥
田帥厩胡離鮭膿納余勝珊

神輔嘲鋼随地嫌仏懐剛離辣腱跡高榊州躙�朧勘大辟麹鮮融雄跡）草鰊

謡
励
紳
町
椛
勤
遺
（酎
徳
島
町

一
丁
目
地
点
）
　

常
三
島
遺
跡
　
新
蔵
遺
跡
　
博
多

一
軌
貼
試
隣
以
前
出
土
の
木
簡

（
二
七
）

釈
致
酌
晰
甑
腱

（
追
鞠
二
（鍼

・）
二

一　
・
三
二
号
）
　

徳
島
城
下
町
跡

（第
二
二
号
）

シ
絶
暇
炒
剛
脇
土
「卿
印
飾
鱗
研
究
の
現
状
」
の
記
録
　
　
　
　
　
　
　
　
　
廣
瀬
薫
雄

江
陵
張
家
山
二
四
七
号
墓
出
土
竹
簡
―
と
く
に

「
二
年
律
令
」
に
関
し
窯
徊
　
至

「
史
棚
醗
駿
駐
腋
知
帳
翔
腰
珊
シ。
浦
輪
ジ
ウ
ム
私
見
　
　
　
　
　
　
　
　
爛
鵬
史
卿

新
刊
紹
介
　
冨
谷
至
著

『木
簡

・
竹
簡
の
語
る
中
国
古
代
―
書
記
の
文
化
澱
占
晃
宏

頒
価
　
五
Ｏ
Ｏ
Ｏ
円
　
送
料
六
〇
〇
円




